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令和６年度台東区総合学力調査及び全国学力・学習状況調査 

の結果について 
 

１ 調査の趣旨 

区立小・中学校の児童・生徒の学力及び学習等についての意識を調査し、 

  その分析結果を各校における授業改善等に生かすため、「台東区総合学力調 

査」を実施する。 
 

２ 対象学年 

小学校第４学年～中学校第３学年 
 

３ 実 施 日 

令和６年４月１９日（金） 
 

４ 調査内容（下線教科は、「全国学力・学習状況調査」において実施）   

小学校第４学年  国語、算数 

第５学年  国語、社会、算数、理科 

第６学年  国語、社会、算数、理科 

  ※前学年の学習内容を考慮し、小学校第４学年は一部の教科で実施 

中学校第１学年  国語、社会、数学、理科、英語 

第２学年  国語、社会、数学、理科、英語 

第３学年  国語、社会、数学、理科、英語 
 

５ 調査結果（同一集団を基本とした経年変化） 

※網掛け部分の数値は、「全国学力・学習状況調査」の結果 

 

  （１）小学校第４学年 

令和６年度 

 区 全国 差 

国語 ７４．６ ７３．４ １．２ 

算数 ７７．７ ７２．１ ５．６ 

 

（２）小学校第５学年 

令和６年度  令和５年度(小学校第４学年時) 

 区 全国 差 

 

区 全国 差 

国語 ６９．７ ６４．９ ４．８ ７４．０ ７０．８ ３．２ 

社会 ６１．２ ６０．１ １．１  

算数 ６７．５ ６４．０ ３．５ ７６．５ ７１．９ ４．６ 

理科 ５９．９ ６０．７ ▼０．８  
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（３）小学校第６学年 

令和６年度  令和５年度(小学校第５学年時) 

 区 全国 差 

 

区 全国 差 

国語 ７３．０ ６７．７ ５．３ ７３．８ ７０．０ ３．８ 

社会 ６４．６ ６２．８ １．８ ６１．９ ５９．１ ２．８ 

算数 ７０．０ ６３．４ ６．６ ６９．３ ６７．１ ２．２ 

理科 ５９．２ ６０．３ ▼１．１ ６７．０ ６６．８ ０．２ 

 

（４）中学校第１学年 

令和６年度  令和５年度(小学校第６学年時) 

 区 全国 差 

 

区 全国 差 

国語 ６０．９ ６１．３ ▼０．４ ７０．０ ６７．２ ２．８ 

社会 ４８．２ ５２．４ ▼４．２ ６６．１ ６５．４ ０．７ 

数学 ６４．４ ６４．４ ０．０ ６７．０ ６２．５ ４．５ 

理科 ６０．６ ６７．０ ▼６．４ ５９．１ ６１．１ ▼２．０ 

英語 ７７．１ ７６．８ ０．３  

 

（５）中学校第２学年 

令和６年度  令和５年度(中学校第１学年時) 

 区 全国 差 

 

区 全国 差 

国語 ６５．９ ６５．１ ０．８ ５６．８ ５９．２ ▼２．４ 

社会 ４６．１ ５０．０ ▼３．９ ４８．９ ５３．３ ▼４．４ 

数学 ５６．２ ５４．７ １．５ ６５．９ ６５．８ ０．１ 

理科 ５０．８ ５６．０ ▼５．２ ５６．０ ６２．３ ▼６．３ 

英語 ５３．８ ５２．７ １．１ ８２．８ ８２．７ ０．１ 

 

（６）中学校第３学年 

令和６年度  令和５年度(中学校第２学年時) 

 区 全国 差 

 

区 全国 差 

国語 ５７．０ ５８．１ ▼１．１ ６１．５ ６３．９ ▼２．４ 

社会 ４５．７ ５３．０ ▼７．３ ４４．７ ５１．２ ▼６．５ 

数学 ５０．０ ５２．５ ▼２．５ ５２．３ ５３．４ ▼１．１ 

理科 ４４．４ ５０．５ ▼６．１ ４８．０ ５４．９ ▼６．９ 

英語 ５０．１ ５０．９ ▼０．８ ４６．３ ４６．１ ０．２ 
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調査概要 

１ 調査目的 

（１）小・中学校児童・生徒の学力（領域、観点及び基礎・活用別）の実態を調査分析し、学習指導上

の問題点及び改善点を明らかにする。 

（２）小・中学校児童・生徒の学習や生活に関わる意識や活動の実態を調査分析し、生活指導上の問題

点及び改善点を明らかにする。 

 

２ 調査対象 

（１）学力調査 

①小学校第４・５・６学年の児童 

②中学校第１・２・３学年の生徒 

（２）アンケート調査 

①小学校第４・５学年の児童 

②中学校第１・２学年の生徒 

 

３ 調査日時 

（１）学力調査：令和６年４月19日 

（２）アンケート調査：令和６年４月19日～４月24日 

 

４ 調査内容（調査人数・調査時間） 

 国語 

（小40分） 

（中45分） 

社会 

（小40分） 

（中45分） 

算数・数学 

（小40分） 

（中45分） 

理科 

（小40分） 

（中45分） 

英語 

 

（中45分） 

学習・生活 

アンケート 

（小中40分） 

小学校第４学年 1134  1133   1142 

小学校第５学年 1130 1128 1129 1131  1119 

小学校第６学年  1137  1137   

中学校第１学年 718 719 718 718 717 716 

中学校第２学年 715 715 716 716 718 715 

中学校第３学年  611  610 612  
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第１章 児童・生徒の学力実態 

１ 小学校第４学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

74.6 73.4 △1.2 74.0 70.8 △3.2 72.1 68.0 △4.1 70.0 68.1 △1.9 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 75.7 52.7 82.8 81.5 58.2 74.6 

区全体正答率(%) 74.9 61.8 85.8 83.2 60.5 76.7 

差(%) ▼0.8 △9.1 △3.0 △1.7 △2.3 △2.1 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 72.5 69.4 60.0 

区全体正答率(%) 73.6 71.5 63.1 

差(%) △1.1 △2.1 △3.1 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 78.4 62.8 

区全体正答率(%) 78.4 66.5 

差(%) 0.0 △3.7 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 

0.5 0.9 1.1 2.2 2.8 
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［児童の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 74.6%
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⑥課題の見られた小問 

●■5 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 49.2% 40.5% 8.7ポイント 16.5%  ☆  

出題のねらい 中心となる語や文を見付けて要約している。 

結果 区全体正答率49.2％は、全国平均40.5％を8.7ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目低い。 

無解答率は16.5％である。 

対策 本問のまとめに文章の前半部分の内容が整理されているので、まとめの内容と文章の前半部分

の内容を比較していけば、空欄に何が入るのかを理解することができる。整理された内容を見

ると、ヒマワリについて、「太陽の方を向いてさくというのは本当か」という「問い」が挙げ

られ、それに対する「答え」が矢印で示されている。説明的な文章の授業では、このような形

式で情報の整理が行われることが多い。その際に、教師が全てを整理するのではなく、児童に

整理させてみることで、情報整理の仕方を身に付けさせたい。 
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●■6 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 42.2% 28.6% 13.6ポイント 14.9%   ☆ 

出題のねらい 情報と情報との関係について理解し、自分の考えを明確にして書いている。 

結果 区全体正答率42.2％は、全国平均28.6％を13.6ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は14.9％である。 

正答のうち、一部不十分な内容があるが、おおむね正しく書いているものが7.8%見られた。 

対策 本問では、設問の〈注意する点〉にあるように、【メモ】の〈町で見つけた場所〉で述べられ

ている点に着目して考えていく。「点字ブロックの上に自転車など、物がおかれていた。→あ

ぶない。……気をつける。」という記載があるので、空欄にはこの内容が入ることが分かる。

また、空欄の前後の文脈に合う文体で書くことも重要である。こうした複数のテキストを活用

する問題では、テキストの情報と情報との関連を意識して解くことができるように指導したい。

そのためには、授業の中でも、複数テキストの組み合わせによる課題を工夫していくことが大

切である。 
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（２）算数 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

77.7 72.1 △5.6 76.5 71.9 △4.6 78.9 73.1 △5.8 77.2 74.6 △2.6 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と計算 図形 測定 データの活用 

全国平均(%) 69.7 76.3 81.1 70.0 

区全体正答率(%) 76.0 80.8 84.0 76.3 

差(%) △6.3 △4.5 △2.9 △6.3 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 75.0 61.8 75.0 

区全体正答率(%) 79.7 70.6 79.2 

差(%) △4.7 △8.8 △4.2 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 75.2 64.3 

区全体正答率(%) 80.3 71.2 

差(%) △5.1 △6.9 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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［児童の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 77.7%
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⑥課題の見られた小問 

●■7 （通し番号●17 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 47.7% 34.0% 13.7ポイント 3.2% ☆   

出題のねらい かけ算の筆算に出てくる数の意味を理解している。 

結果 区全体正答率47.7％は、全国平均34.0％を13.7ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は3.2％である。 

誤答は、「16×4」（44.0％）が最も多かった。 

対策 本問では、かけ算の筆算は、分配法則で表すことができることを理解させたい。16×43の場

合は、16×（40＋３）＝16×40＋16×３と表すことができる。筆算の学習では、筆算の仕

方を指導し、十分に習熟させることも大切であるが、筆算の仕組みについても丁寧に指導する

ことが大切である。 
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●■15 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 59.3% 51.3% 8.0ポイント 15.0%   ☆ 

出題のねらい 棒グラフを正しく読み取り、１目盛りの大きさに着目して説明している。 

結果 区全体正答率59.3％は、全国平均51.3％を8.0ポイント上回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は15.0％で、全問中２番目に高い。 

対策 本問の２つのグラフは同じように見えても、１目盛りの大きさに着目すると、道路①が60台、

道路②が100台なので、道路②の方が通った車が多いことが分かる。グラフを比較する場合は、

できるだけ同じ大きさの目盛りにするとよい。本問の場合、道路①と道路②の乗用車の台数を

並べて表示する「集合棒グラフ」や、両者の乗用車の台数を積み上げて表示する「積み上げ棒

グラフ」などが考えられる。いずれにしても、１目盛りの大きさに着目してグラフを比較する

ことが大切である。 
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２ 小学校第５学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

69.7 64.9 △4.8 73.8 70.0 △3.8 70.4 68.0 △2.4 74.0 73.8 △0.2 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 65.3 52.6 74.9 66.7 61.7 61.1 

区全体正答率(%) 70.1 58.7 81.6 70.7 64.8 67.4 

差(%) △4.8 △6.1 △6.7 △4.0 △3.1 △6.3 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 64.1 63.1 61.3 

区全体正答率(%) 69.2 67.8 63.9 

差(%) △5.1 △4.7 △2.6 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 64.7 65.6 

区全体正答率(%) 70.3 68.5 

差(%) △5.6 △2.9 

  

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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［児童の割合（％）]

[正答率（％）]

区全体平均 69.7%
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⑥課題の見られた小問 

●■3 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 36.2% 29.8% 6.4ポイント 1.8% ☆   

出題のねらい 連用修飾語について理解している。 

結果 区全体正答率36.2％は、全国平均29.8％を6.4ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は1.8％である。 

 

対策 文章を書いたり、文章の内容を正しく読み取ったりするためには、どの言葉がどの言葉を修飾

しているのかという文の構成について理解する必要がある。視覚的に分かりやすい言葉の関係

の図を用いて、どの言葉がどの言葉にかかっているのか、文の構成を理解させることが大切で

ある。また、簡単な文の空欄に、さまざまな修飾語を入れる練習を積ませることも有効である。 
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●■6 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 43.8% 35.4% 8.4ポイント 21.3%   ☆ 

出題のねらい 情報と情報との関係について理解し、話の中心が明確になるよう話の構成を考えている。 

結果 区全体正答率43.8％は、全国平均35.4％を8.4ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は21.3％で、全問中最も高い。 

誤答は、傍線の内容をどこで話すとよいかのみ正しく書いているものが7.7％見られた。 

対策 まず、「小林さん」がなぜ、傍線の部分の内容を別のところに移そうと考えたのかについて検

討する。傍線の内容は、メダカが減った理由の二つ目は、放流された魚によって、メダカや卵

が食べられたから、ということである。どこにこの内容を入れるのかを検討すると、一つ目の

理由の説明が終わった〈イ〉が適切であることが分かる。話の構成を考えさせる際には、説明

の順序だけでなく、問題点、原因、根拠などのまとまりということを意識して考えさせていく

ことが大切である。 
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（２）社会 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

61.2 60.1 △1.1 61.9 59.1 △2.8 69.8 70.3 ▼0.5 58.7 58.5 △0.2 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 都道府県の様子 
生活環境を 

支える活動 

自然災害からく

らしを守る活動 

伝統や文化、先

人の働き 

特色ある地域の

様子 

全国平均(%) 60.2 65.0 62.2 50.2 51.1 

区全体正答率(%) 64.1 63.8 57.0 53.3 57.7 

差(%) △3.9 ▼1.2 ▼5.2 △3.1 △6.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 58.0 64.2 55.9 

区全体正答率(%) 60.7 62.3 59.3 

差(%) △2.7 ▼1.9 △3.4 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 62.6 53.5 

区全体正答率(%) 62.7 57.8 

差(%) △0.1 △4.3 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 61.2%
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⑥課題の見られた小問 

●■■■ 4-2(1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 31.8% 29.5% 2.3ポイント 4.7% ☆   

出題のねらい 水害への備えについて理解している。 

結果 区全体正答率31.8％は、全国平均29.5％を2.3ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は4.7％である。 

対策 地域の一員として自然災害から安全を守る活動については、「災害に備える」という視点と、

｢災害発生時の行動｣という視点から、自ら意識すべきことが挙げられる。誤答の主な原因とし

て、その区別が曖昧であったことが考えられる。水害に対する取り組みについて、地域の活動

への協力ともつなげながら、自然災害に対する｢自助｣｢共助｣の視点をおさえる。その上で、本

問が｢備え｣としての自助の在り方を問うものであることを確認し、再度４人の発言を読ませて、

自分の命を自分でしっかりと守ることが、地域の一員としての役割を果たすことになることを

理解させたい。 
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●■5 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 36.1% 27.7% 8.4ポイント 32.1%   ☆ 

出題のねらい 十二貫野用水の工夫について、複数の資料をもとに表現している。 

結果 区全体正答率36.1％は、全国平均27.7％を8.4ポイント上回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は32.1％で、全問中最も高い。 

対策 十二貫野用水の工夫について考える問題である。「用水の幅を広げて、水が早く届くようにし

ている」「用水の底をしっかりと固めて、水が途中でなくならないようにしている」などの答

えは、下の二つの資料を関連させて考えてはいるが、水の量に直接触れていないので誤答であ

る。当時は特に、水田の水がとても貴重であったこと、それを無駄なく確実に得るために、さ

まざまな工夫がなされたことを理解させたい。その工夫の一つとして、下流の田の面積に従っ

て水の量を公平に分配できるように、用水路の中に柱を設置したことについて、資料を基に再

度指導するとよい。 
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（３）算数 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

67.5 64.0 △3.5 69.3 67.1 △2.2 66.5 60.4 △6.1 68.1 67.3 △0.8 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と計算 図形 変化と関係 データの活用 

全国平均(%) 69.0 65.4 58.5 52.1 

区全体正答率(%) 72.5 67.9 62.9 55.8 

差(%) △3.5 △2.5 △4.4 △3.7 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 70.4 44.9 48.1 

区全体正答率(%) 73.0 50.9 52.7 

差(%) △2.6 △6.0 △4.6 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 68.3 55.8 

区全体正答率(%) 70.9 60.9 

差(%) △2.6 △5.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 67.5%
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⑥課題の見られた小問 

●■12 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 24.2% 29.9% -5.7ポイント 8.6%  ☆  

出題のねらい 平行四辺形の作図ができる。 

結果 区全体正答率24.2％は、全国平均29.9％を5.7ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は8.6％である。 

 

対策 平行四辺形には、１組の三角定規と分度器で作図する方法と、コンパスとものさしで作図する

方法がある。前者は、平行四辺形が向かい合った２組の辺がそれぞれ平行であることを踏まえ

た作図方法で、後者は、平行四辺形の向かい合う辺の長さが等しいことを踏まえた作図方法で

ある。このように、平行四辺形の定義や性質の利用の仕方によって、作図の方法は何通りにも

なる。さまざまな作図の方法を経験させるとともに、選んだ作図の方法やその根拠を説明させ

ることが大切である。 
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●■14 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 20.1% 14.2% 5.9ポイント 39.2%   ☆ 

出題のねらい １目盛りの大きさが違う２つのグラフをもとに、間違いを指摘している。 

結果 区全体正答率20.1％は、全国平均14.2％を5.9ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は39.2％で、全問中最も高い。 

 

対策 グラフは１目盛りの大きさによって、見た目が全く違うことがある。特に折れ線グラフは、途

中を波線で省略することがあるので注意したい。本問の２つの折れ線グラフでは、見た目はグ

アムのグラフの方が変化が大きいように見える。しかし、１目盛りの大きさに着目すると、東

京は１目盛り１度であるのに対し、グアムは１目盛り0.1度と10分の１の大きさである。東京

の変化の幅は19－15（度）で４度、グアムの変化の幅は28.1－27.4（度）で0.7度である

ので、東京よりグアムの方が変わり方は小さい。グラフを読み取る際は、１目盛りの大きさを

必ず確認するように指導したい。 
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（４）理科 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

59.9 60.7 ▼0.8 67.0 66.8 △0.2 62.9 62.5 △0.4 66.9 68.8 ▼1.9 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 物質・エネルギー 生命・地球 

全国平均(%) 56.1 64.8 

区全体正答率(%) 57.9 61.7 

差(%) △1.8 ▼3.1 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 66.6 51.9 62.8 

区全体正答率(%) 65.0 52.4 58.8 

差(%) ▼1.6 △0.5 ▼4.0 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 68.4 42.9 

区全体正答率(%) 66.9 43.8 

差(%) ▼1.5 △0.9 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 59.9%
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⑥課題の見られた小問 

●■8 (4) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 21.6% 15.9% 5.7ポイント 4.9% ☆   

出題のねらい 水のすがたを理解している。 

結果 区全体正答率21.6％は、全国平均15.9％を5.7ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は4.9％である。 

誤答は、選択肢４（61.5％）が最も多く、正答率を上回った。 

対策 水を沸騰させる実験の後も、湯気は水蒸気である、あるいは水が熱せられると直接湯気になる、

という見方をする児童がいる。この場合、目に見えるかどうかで、気体か液体かを判断させる

とよい。まず、水面と湯気の間に目に見えない部分があることに気付かせた上で、水蒸気は気

体なので目に見えないが、水面と湯気の間などに存在することを、モデル図を用いて説明する。

さらに、湯気は小さい水の粒の集まりであり、液体であることを確認させることが効果的であ

る。 
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●■11 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 27.9% 31.1% -3.2ポイント 21.0%  ☆  

出題のねらい 水槽の外側についた水滴が、結露によってできたことを指摘できる。 

結果 区全体正答率27.9％は、全国平均31.1％を3.2ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は21.0％で、全問中最も高い。 

 

対策 氷水を入れたビーカーの表面には水滴が付き、常温の水を入れたビーカーの表面には付かない

ことから、空気中の水蒸気についてどのようなことがいえるのか、児童に発表させるとよい。

その際、ビーカーの中の水の量が変わっていないことを確認させて、中の水がビーカーの表面

に染み出たわけではないことを理解させる必要がある。氷水を入れたビーカーの表面に水滴が

付く理由を、自分の言葉でまとめさせることが有効である。 
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３ 小学校第６学年 

（１）社会 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

64.6 62.8 △1.8 66.1 65.4 △0.7 71.2 69.5 △1.7 68.4 65.3 △3.1 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
国土の自然など

の様子 
農業や水産業 工業生産 

産業と情報との

関わり 

国土の自然環境

と国民生活 

全国平均(%) 62.6 55.5 69.9 65.9 62.3 

区全体正答率(%) 64.1 59.4 70.9 65.0 64.3 

差(%) △1.5 △3.9 △1.0 ▼0.9 △2.0 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 65.7 58.4 59.6 

区全体正答率(%) 67.6 59.9 62.8 

差(%) △1.9 △1.5 △3.2 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 65.4 56.4 

区全体正答率(%) 66.7 59.4 

差(%) △1.3 △3.0 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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⑥課題の見られた小問 

●■5 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 32.5% 26.3% 6.2ポイント 20.0%   ☆ 

出題のねらい 自動車の海外生産について、資料をもとに表現している。 

結果 区全体正答率32.5％は、全国平均26.3％を6.2ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は20.0％で、全問中２番目に高い。 

対策 日本の自動車生産の特色について、２つの資料を読み取って答える問題である。アジアとの関

係について、どちらか一方の資料の特色しか答えていない誤答、両方の資料から答えているが、

輸出台数のグラフの｢その他｣を２番目と捉え、アジアは３番目とする誤答などが考えられる。

グラフの読み取り方、「その他」の表す内容の捉え方を具体的に指導した後、教科書などで、

日本の大手の自動車会社について、生産上の特色を振り返らせるとよい。その際、「かずとさ

んのまとめ」の中の、現地にもたらすメリットだけでなく、デメリットにも触れておきたい。 
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●■7 (1)② 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 23.1% 28.4% -5.3ポイント 13.3%  ☆  

出題のねらい マスメディアについて理解している。 

結果 区全体正答率23.1％は、全国平均28.4％を5.3ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は13.3％である。 

対策 「マスメディア」という言葉の理解を問う問題である。「マス」がない「メディア」のみの誤

答も見られた。「マス」は「大衆・集団」、「メディア」は「媒体」を意味することを説明し

て、マスメディアが、社会の全ての人々に対して情報を発信するメディアであることを、その

メリットやデメリット、正しい在り方なども含めて指導したい。情報産業の発展に伴い、情報

提供側の伝達手段も受け取る側の入手手段も、現在のインターネットによる｢デジタルメディ

ア｣のように、今後更に発展する可能性があることにも触れておくとよい。 
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（２）理科 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

59.2 60.3 ▼1.1 59.1 61.1 ▼2.0 ― ― ― 61.8 59.9 △1.9 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 物質・エネルギー 生命・地球 

全国平均(%) 56.2 62.0 

区全体正答率(%) 56.9 60.2 

差(%) △0.7 ▼1.8 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 68.3 54.1 62.0 

区全体正答率(%) 64.5 55.1 61.3 

差(%) ▼3.8 △1.0 ▼0.7 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 63.4 54.1 

区全体正答率(%) 61.3 54.8 

差(%) ▼2.1 △0.7 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 59.2%
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⑥課題の見られた小問 

●■4 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 44.7% 56.0% -11.3ポイント 18.6%   ☆ 

出題のねらい 受粉が必要かどうかを確かめる実験について、改善の方法を説明できる。 

結果 区全体正答率44.7％は、全国平均56.0％を11.3ポイント下回った。 

全問中正答率は５番目に低い。 

無解答率は18.6％で、全問中最も高い。 

対策 実ができるために、受粉が必要かどうかを確かめるための方法を考えさせる際には、次の２点

に着目させる必要がある。①調べる条件と同じにする条件は何か → 調べる条件は花粉の有無

であり、それ以外は同じにする。②花が咲く前から袋をかぶせておくのはなぜか → 開花して

からでは、すでに花粉がめしべの先に付いている可能性があるため。なお、アサガオの実験で

は、つぼみのときにおしべを全て取っておく必要があることにも触れて指導するとよい。 
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●■10 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 26.1% 23.9% 2.2ポイント 9.1%   ☆ 

出題のねらい グラフをもとに、食塩水を冷やした際の実験の結果を推測し、その理由を説明できる。 

結果 区全体正答率26.1％は、全国平均23.9％を2.2ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は9.1％である。 

誤答は、（番号）①と書いているが、（理由）が不十分なものが20.7％見られた。 

対策 本問では、グラフを見ながら考えてもよいが、食塩が水に溶ける量は温度の影響をほとんど受

けないという、授業の中で学んだ基本的な知識を文章化すれば正答できる。誤答の主な原因は、

記述で正確に答えることに慣れていなかったことにあると考えられる。このような問題で正答

する力を付けさせるためには、日頃の授業において、実験を行う前の予想の段階で、児童が自

分の考えを文章化してノートに書いたり、発表したりする場面を設けていくことが大切である。 

  



26 

４ 中学校第１学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

60.9 61.3 ▼0.4 56.8 59.2 ▼2.4 56.3 57.3 ▼1.0 68.9 70.4 ▼1.5 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 61.9 57.6 79.1 67.4 53.4 61.8 

区全体正答率(%) 60.6 59.1 75.8 65.0 51.3 65.4 

差(%) ▼1.3 △1.5 ▼3.3 ▼2.4 ▼2.1 △3.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 62.2 59.2 46.3 

区全体正答率(%) 61.3 59.2 43.6 

差(%) ▼0.9 0.0 ▼2.7 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 64.9 54.6 

区全体正答率(%) 64.4 54.2 

差(%) ▼0.5 ▼0.4 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 60.9%
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⑥課題の見られた小問 

●■1 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 32.6% 34.9% -2.3ポイント 27.6%   ☆ 

出題のねらい 意図に応じて、話の内容を捉え、適切な質問をしている。 

結果 区全体正答率32.6％は、全国平均34.9％を2.3ポイント下回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は27.6％である。 

誤答は、「意見」という言葉を使って、実際に質問するように書いているが、「なぜ給食調理

員の皆さんの意見を聞きたいのか」という内容を書いていないものが25.8％見られた。 

対策 インタビューでは、事前に作ってきたメモに従って質問するだけではなく、インタビューをし

ている中で出てきた疑問や気になったことについて質問していくようにする。そうすることで、

相手から興味深い話を引き出すことができるようになる。本問では、「小田さん」が何を疑問

に思ったのかを考える。「小田さん」は、ここまでのインタビューを通して、献立作りは学校

栄養士の仕事、給食を実際に作るのが給食調理員の仕事と理解していたため、献立を考えると

きに、なぜ彼らが一緒に話し合いをするのかという点に疑問を感じたという点をおさえさせたい。 
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●■7 （通し番号●26 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 32.6% 36.8% -4.2ポイント 20.9%   ☆ 

出題のねらい 自分の考えを明確にして書いている。 

結果 区全体正答率32.6％は、全国平均36.8％を4.2ポイント下回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は20.9％である。 

誤答は、自分の立場は書いているが、理由を書いていないものが13.4％見られた。 

対策 第一段落に書いた、資料から読み取ったことを踏まえて、ＡとＢのどちらの意見に賛成か、自

分の立場と、その理由を書く問題である。このように自分の考えの理由を書く場合は、根拠と

なる事柄が適切であるかを検討する必要があるが、討論や意見文などで生徒が挙げる根拠の中

には、単に自分の考えを言い換えたものなども見られる。自分の考え（理由）と客観的な事実・

資料（根拠）の違いを理解させたい。その上で、適切な根拠とはどのようなものであるのかに

ついて指導しておきたい。 

  



29 

（２）社会 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

48.2 52.4 ▼4.2 48.9 53.3 ▼4.4 48.5 52.9 ▼4.4 62.0 63.6 ▼1.6 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 我が国の政治 我が国の歴史 世界の中の日本の役割 

全国平均(%) 61.4 49.4 52.9 

区全体正答率(%) 53.2 45.8 51.5 

差(%) ▼8.2 ▼3.6 ▼1.4 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 55.6 42.9 39.4 

区全体正答率(%) 50.8 40.5 37.8 

差(%) ▼4.8 ▼2.4 ▼1.6 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 56.8 39.4 

区全体正答率(%) 51.7 37.8 

差(%) ▼5.1 ▼1.6 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 48.2%
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⑥課題の見られた小問 

●■6 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 9.3% 10.8% -1.5ポイント 2.2%  ☆  

出題のねらい 明治時代から大正時代までの歴史の流れについて考察している。 

結果 区全体正答率9.3％は、全国平均10.8％を1.5ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は2.2％である。 

対策 小学校第６学年の歴史学習においては、学習の問題を追究・解決する活動を通して、国家及び

社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について理解することを目指して

いる。中学校の歴史的分野の学習においては、課題を追究したり解決したりする活動を通して、

我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解することを

目指している。中学校の学習では、小学校の学習内容を振り返りながら、小学校で学習した人

物・文化財・出来事を「歴史の流れ」の中で捉えさせることが大切である。 
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●■9 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 15.6% 17.7% -2.1ポイント 27.4%   ☆ 

出題のねらい 外国の人々の生活の様子について、日本の文化や習慣との違いを捉え、複数の資料をもとに考

察し、表現している。 

結果 区全体正答率15.6％は、全国平均17.7％を2.1ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は27.4％で、全問中２番目に高い。 

対策 小学校第６学年の社会科では、グローバル化する世界と日本の役割について学習した。地図帳

や地球儀、各種の資料で調べて必要な情報を集め、それを読み取る中で、日本と経済や文化な

どの面でつながりが深い国の人々の生活が多様であること、スポーツや文化などを通して他国

と交流し、異なる文化や習慣を尊重し合うことが大切であることを理解させたい。また、外国

の人々の生活の様子などに着目して、日本の文化や習慣との違いを捉え、国際交流の果たす役

割を考えさせていくことも重要である。 
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（３）数学 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

64.4 64.4 0.0 65.9 65.8 △0.1 69.1 69.2 ▼0.1 72.0 71.9 △0.1 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と計算 図形 変化と関係 データの活用 

全国平均(%) 69.9 69.4 57.0 60.8 

区全体正答率(%) 69.5 68.0 56.6 63.1 

差(%) ▼0.4 ▼1.4 ▼0.4 △2.3 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 69.6 52.9 54.9 

区全体正答率(%) 69.9 52.5 55.6 

差(%) △0.3 ▼0.4 △0.7 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 67.5 52.1 

区全体正答率(%) 67.5 52.2 

差(%) 0.0 △0.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 64.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■19 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 30.2% 30.3% -0.1ポイント 6.5%  ☆  

出題のねらい ドットプロットから、中央値を読み取ることができる。 

結果 区全体正答率30.2％は、全国平均30.3％を0.1ポイント下回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は6.5％である。 

対策 本問では、まず、中央値や最頻値といった代表値の意味と必要性を捉えさせる指導が必要であ

る。中央値に関しては、全てのデータを値の大きさの順に並べた際の中央の値であること、デー

タの個数が奇数個と偶数個の場合で求め方が異なることなどを、しっかりと理解させたい。最

頻値に関しては、データの中で最も多く現れた値であることを確認させ、数直線の数値を読み

間違えないように注意させたい。これらと併せて、ドットプロットへの表し方や、ドットプロッ

トからのデータの読み取りの習熟を図ることも重要である。 
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●■20 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 9.7% 13.7% -4.0ポイント 12.1%   ☆ 

出題のねらい もとにする量の大きさが違うとき比べる量の大小と割合の大小は一致しないことを、具体的に

説明することができる。 

結果 区全体正答率9.7％は、全国平均13.7％を4.0ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は12.1％で、全問中３番目に高い。 

対策 誤答の主な原因としては、割合について習熟していないこと、割合については理解しているが、

どのように説明したらよいのか分からないことなどが考えられる。表１から年度ごとのバイオ

エネルギーの割合を計算し、割合は２倍になっていないことを説明する方法と、バイオエネル

ギーの発電量がおよそ２倍になっているが、自然エネルギーの発電量もおよそ２倍になってい

ることから、割合は２倍になっていないことを説明する方法があることを理解させる。「説明

しなさい」＝「難しい」と考える生徒の苦手意識を取り除く指導も大切である。 
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（４）理科 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

60.6 67.0 ▼6.4 56.0 62.3 ▼6.3 56.8 62.3 ▼5.5 57.1 61.4 ▼4.3 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 物質・エネルギー 生命・地球 

全国平均(%) 61.6 70.3 

区全体正答率(%) 55.0 64.0 

差(%) ▼6.6 ▼6.3 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 67.0 66.9 69.0 

区全体正答率(%) 58.7 63.4 63.3 

差(%) ▼8.3 ▼3.5 ▼5.7 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 69.5 61.6 

区全体正答率(%) 62.4 56.8 

差(%) ▼7.1 ▼4.8 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 60.6%
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⑥課題の見られた小問 

●■4 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 19.2% 30.0% -10.8ポイント 11.0%  ☆  

出題のねらい 蒸散について理解している。 

結果 区全体正答率19.2％は、全国平均30.0％を10.8ポイント下回った。 

全問中正答率は４番目に低い。 

無解答率は11.0％である。 

対策 植物の葉をちぎって、裏側の薄い皮をはがし、水蒸気が出ていく穴（気孔）を顕微鏡で観察さ

せる。その際、表側の薄い皮も観察することができるのであれば、表側と裏側の気孔の数を比

較させ、一般に葉の裏側の方が気孔の数が多いことを生徒に発見させたい。場合によっては、

事前に教師がプレパラートを準備しておき、検鏡だけさせてもよい。これらを踏まえ、植物の

体の中の水が、水蒸気になって気孔から出ていくことを、科学的な用語である「蒸散」を使用

して説明できるようにさせる必要がある。 
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●■11 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 14.6% 17.5% -2.9ポイント 31.6%   ☆ 

出題のねらい 電気自動車がモーターを活用する利点について、ガソリン車と比較して説明できる。 

結果 区全体正答率14.6％は、全国平均17.5％を2.9ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は31.6％で、全問中２番目に高い。 

正答のうち、電気自動車の利点について、正しく説明しているが、ガソリン車との比較につい

ては説明していないものが、4.7％見られた。 

対策 本問の図から、電気自動車とガソリン車の仕組みを理解できない生徒や、両者について断片的

な知識だけしか有していない生徒は、解答に戸惑う。誤答の生徒には、本問で示された電気自

動車とガソリン車の仕組みについて、文章に整理した形で示したい。また、本問と関連して、

ガソリン車のブレーキ操作時にどのようなことが起こるのかを説明することも有効である。長

い文章を読み取る自由記述問題であるため、文章の読み取りから解答の記述までの手順を示し

た上で、その手順に沿って一つ一つを生徒に考えさせるとよい。 
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（５）英語〔Ａ〕 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

77.1 76.8 △0.3 82.8 82.7 △0.1 82.3 79.7 △2.6 ― ― ― 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 聞くこと 読むこと 書くこと 

全国平均(%) 74.0 83.3 75.3 

区全体正答率(%) 75.4 83.0 74.7 

差(%) △1.4 ▼0.3 ▼0.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 76.6 77.3 85.1 

区全体正答率(%) 77.2 76.9 81.9 

差(%) △0.6 ▼0.4 ▼3.2 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 76.3 79.2 

区全体正答率(%) 77.4 75.5 

差(%) △1.1 ▼3.7 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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[正答率（％）]

区全体平均 77.1%
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⑥課題の見られた小問 

●■4 (4) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 22.0% 25.1% -3.1ポイント 0.7% ☆   

出題のねらい 身近で簡単な事柄についての英文を聞き、その内容を理解している。（できることとできない

こと） 

結果 区全体正答率22.0％は、全国平均25.1％を3.1ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は0.7％である。 

誤答は、選択肢２（42.4％）と選択肢３（34.9％）ともに、正答率を上回った。 

対策 動作動詞については、１日の生活を表現する単元で扱われることが多い。まず、自分の生活リ

ズムに組み込まれた動作の表現について、確実な定着を図るとよい。ただし、それだけで十分

ではなく、視野を広げて、そこにない動作を含めた、さまざまな生活の様子を英語で表現する

方法を理解させることも必要である。また、助動詞については、canとcan notだけで理解し

ていると、短縮形（can't）が出てきたときに聞き分けられない可能性があるので、日頃から

canとcan'tの聞き分けについても指導しておくことが大切である。 
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●■14 （通し番号●38 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 56.2% 53.3% 2.9ポイント 5.9%  ☆  

出題のねらい インタビューシートから必要な情報を読み取り、紹介文の形式に合わせて書いている。（３人

称と出身地） 

結果 区全体正答率56.2％は、全国平均53.3％を2.9ポイント上回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は5.9％である。 

対策 友達の紹介文を書くという場面の状況が理解できれば、主語にI，you，weは入らないことが

分かる。３人称については、日頃のやり取りから意識的に使用し、意味理解を十分にさせてお

くことが必要である。fromについても、外国語の授業に限らず、自己紹介を行ったり聞いたり

する経験をさせるとよい。出身を表現するものだと理解できるようになると、自己紹介の幅も

広がる。なお、Iwateを書き写す際にIが大文字になることに注意させたい。どのような場合に

大文字になるのか、日頃から意識して書くことに取り組ませることが求められる。 
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５ 中学校第２学年 

（１）国語 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

65.9 65.1 △0.8 61.5 63.9 ▼2.4 65.9 66.7 ▼0.8 65.5 66.4 ▼0.9 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方 

に関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

話すこと・

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国平均(%) 71.3 67.8 88.7 54.8 62.5 63.7 

区全体正答率(%) 71.7 67.8 86.2 56.1 61.5 66.4 

差(%) △0.4 0.0 ▼2.5 △1.3 ▼1.0 △2.7 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 72.2 60.1 47.6 

区全体正答率(%) 72.2 61.3 48.0 

差(%) 0.0 △1.2 △0.4 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 70.3 55.2 

区全体正答率(%) 70.9 56.3 

差(%) △0.6 △1.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 65.9%
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⑥課題の見られた小問 

●■3 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 18.2% 16.7% 1.5ポイント 1.3% ☆   

出題のねらい 漢字の部首について理解している。 

結果 区全体正答率18.2％は、全国平均16.7％を1.5ポイント上回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は1.3％である。 

誤答は、選択肢２（64.8％）が最も多く、正答率を３倍以上上回った。 

対策 漢字の部首については、小学校で学習してきている。それを踏まえて、中学校でも、漢字辞典

を使った学習などを通して指導していくようにしたい。その際、単に部首を覚えさせるのでは

なく、意味を考えさせたり、画数を確かめさせたりするなどの工夫が必要である。 
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●■6 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 26.4% 23.6% 2.8ポイント 17.5%   ☆ 

出題のねらい 話の内容を捉え、自分の考えをまとめている。 

結果 区全体正答率26.4％は、全国平均23.6％を2.8ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は17.5％で、全問中２番目に高い。 

誤答は、「観光客を集めるという効果がある」という内容を、25字～50字で書いているが、

「多くの人の目に触れるという利点がある」という内容を書いていないもの（43.9％）が多

く、正答率を上回った。 

対策 本問では、「条件１」より、ラッピング電車の「利点」と「効果」について明確に書くことが

求められている。空欄「イ」が【場面②】にあることから、この部分から考えようとする生徒

が多いであろう。しかし、【場面②】には「効果」については書かれているが、「利点」につ

いては書かれていない。「利点」について述べられているのは【場面①】であることに気が付

くことが重要である。問題を解くとき、どうしても直接対象となる部分だけを見て考えようと

する傾向が見られるが、全体を考える対象として解いていくことを意識させることが重要である。 
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（２）社会〔地理〕〔歴史〕 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

46.1 50.0 ▼3.9 44.7 51.2 ▼6.5 52.5 56.4 ▼3.9 62.3 65.0 ▼2.7 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 地理 歴史 

全国平均(%) 48.2 51.7 

区全体正答率(%) 43.7 48.5 

差(%) ▼4.5 ▼3.2 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 54.4 44.2 39.7 

区全体正答率(%) 48.7 42.6 37.5 

差(%) ▼5.7 ▼1.6 ▼2.2 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 55.1 39.7 

区全体正答率(%) 50.4 37.5 

差(%) ▼4.7 ▼2.2 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 46.1%
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⑥課題の見られた小問 

●■2 (1)② 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 21.3% 26.3% -5.0ポイント 0.1% ☆   

出題のねらい 領海と領空について理解している。 

結果 区全体正答率21.3％は、全国平均26.3％を5.0ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は0.1％である。 

誤答は、選択肢３（32.6％）が最も多く、正答率を上回った。 

対策 国の領域については、領土・領海の上空が領空であるという基本をまずおさえさせる。その上

で、日本では、領海が領土の沿岸から12海里までの水域であることをおさえさせる。さらに、

日本は、領海の外側で沿岸から200海里（約370km）までの水域を、排他的経済水域として

設定していることを理解させたい。 
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●■8 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 22.5% 32.3% -9.8ポイント 33.8%  ☆  

出題のねらい 東アジアとの交流についての理解をもとに、資料を読み取っている。 

結果 区全体正答率22.5％は、全国平均32.3％を9.8ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は33.8％で、全問中２番目に高い。 

対策 室町時代では、日明貿易や琉球王国の国際的な役割などを基に、東アジア世界と密接な関わり

が見られたことをおさえさせる必要がある。また、琉球王国が、日本や明、朝鮮、東南アジア

諸国との産物のやり取りをする、中継貿易に従事していたことについても理解させたい。社会

科の授業では、資料から情報を読み取る技能を身に付けることが重要なので、複数の情報を見

比べたり結び付けたりすることを、日頃の授業の中で、繰り返し実践していくことが大切であ

る。 
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（３）数学 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

56.2 54.7 △1.5 52.3 53.4 ▼1.1 59.1 56.6 △2.5 56.9 53.7 △3.2 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 数と式 図形 関数 データの活用 

全国平均(%) 58.9 58.6 45.6 49.9 

区全体正答率(%) 61.8 59.4 44.8 51.5 

差(%) △2.9 △0.8 ▼0.8 △1.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 58.9 36.5 45.7 

区全体正答率(%) 60.9 35.9 45.2 

差(%) △2.0 ▼0.6 ▼0.5 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 58.2 43.9 

区全体正答率(%) 60.4 43.6 

差(%) △2.2 ▼0.3 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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⑥課題の見られた小問 

●■7 （通し番号●11 ） 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 6.6% 11.6% -5.0ポイント 29.3%  ☆  

出題のねらい 与えられた文章題に対して、適切な1元1次方程式を立式することができる。 

結果 区全体正答率6.6％は、全国平均11.6％を5ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は29.3％で、全問中２番目に高い。 

対策 本問では、初めに速さ・時間・道のりの関係について復習させる。その上で、妹が兄に追いつ

かれたときに２人の歩いた道のりが等しくなり、(妹の歩いた道のり）＝（兄の歩いた道のり）

と表されることを確認する。妹は兄より３分先に家を出発しているので、兄の歩いた時間は、

（x－３）分と表される。よって、60x＝80（x－３）と立式できることを理解させたい。立

式するときには、何をxと置き、何についての方程式を立てるのか、そして一つ一つの数や文

字、文字式が何を表しているのか、単位はそろっているかなどを確認するように指導すること

が求められる。 
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●■18 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 9.5% 12.7% -3.2ポイント 40.6%   ☆ 

出題のねらい 正三角形の紙をn枚並べてできる模様に必要なマグネットの個数を示された式で求めることが

できる理由を数学的に説明することができる。 

結果 区全体正答率9.5％は、全国平均12.7％を3.2ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は40.6％で、全問中最も高い。 

誤答は、「２（n－１）」の表す内容と「３」の表す内容のどちらか一方のみを書いているも

の（10.6％）が多く、正答率を上回った。 

対策 誤答の主な原因として、図３から、マグネットの個数が３＋２（n－１）という式で表される

ことが理解できないこと、理解はできるが、どのように説明したらよいのか分からないことな

どが考えられる。図３について、（２）の図２や説明を参考にしながら考えさせるとよい。１

つの囲みにマグネット２個が入っている図形が（n－１）個あることから、囲まれているマグ

ネットの個数は２（n－１）個になる。左端に囲まれていないマグネットが３個あるから、必

要なマグネットの個数は、２（n－１）個より３個多くなることを理解させて、記述させるこ

とが大切である。 
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（４）理科 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

50.8 56.0 ▼5.2 48.0 54.9 ▼6.9 47.7 54.0 ▼6.3 57.8 58.6 ▼0.8 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 エネルギー 粒子 生命 地球 

全国平均(%) 56.7 51.2 65.1 50.4 

区全体正答率(%) 54.5 47.4 54.6 46.4 

差(%) ▼2.2 ▼3.8 ▼10.5 ▼4.0 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 66.8 42.4 46.8 

区全体正答率(%) 60.3 38.8 47.2 

差(%) ▼6.5 ▼3.6 △0.4 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 63.9 39.6 

区全体正答率(%) 58.2 35.4 

差(%) ▼5.7 ▼4.2 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 50.8%
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⑥課題の見られた小問 

●■5 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 14.2% 27.3% -13.1ポイント 15.6%  ☆  

出題のねらい 溶媒について理解している。 

結果 区全体正答率14.2％は、全国平均27.3％を13.1ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は15.6％である。 

対策 水の中に塩化ナトリウムがとけている海水の場合、塩化ナトリウムのようにとけている物質を

溶質、水のように溶質をとかす液体を溶媒、溶質が溶媒にとけた液全体を溶液という。溶媒と

いう言葉になじみがない生徒も多いと思われる。溶質、溶媒、溶液の関係性は水溶液の基礎で

あるので、具体例を出しながら生徒にわかりやすく指導したい。 
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●■12 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 24.3% 36.4% -12.1ポイント 21.6%  ☆  

出題のねらい レポートから、ダイナンウミヘビとエラブウミヘビの卵の特徴の違いを推測できる。 

結果 区全体正答率24.3％は、全国平均36.4％を12.1ポイント下回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は21.6％で、全問中３番目に高い。 

対策 本問では、ダイナンウミヘビやエラブウミヘビを知らない場合、難しそうであると戸惑う生徒

がいることが考えられる。そのような生徒には、卵を産む場所から卵の特徴を考える問題であ

ることを確認させたい。魚類、両生類、は虫類、鳥類は、いずれも卵で仲間を増やす。教科書

などで紹介されている動物を例に挙げ、卵を産む場所により殻がどのように違っているのかを

考えさせて、陸上で卵を産む生物の卵は、乾燥に耐える丈夫な殻に覆われていることを理解さ

せたい。 
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（５）英語〔Ａ〕 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

53.8 52.7 △1.1 46.3 46.1 △0.2 56.2 55.9 △0.3 61.0 61.5 ▼0.5 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 聞くこと 読むこと 書くこと 

全国平均(%) 66.3 58.9 31.7 

区全体正答率(%) 67.0 58.5 35.6 

差(%) △0.7 ▼0.4 △3.9 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 59.9 44.0 35.0 

区全体正答率(%) 59.6 46.9 39.4 

差(%) ▼0.3 △2.9 △4.4 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 56.0 45.9 

区全体正答率(%) 56.1 49.3 

差(%) △0.1 △3.4 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 53.8%
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⑥課題の見られた小問 

●■7 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 29.2% 27.0% 2.2ポイント 0.4% ☆   

出題のねらい プールの利用案内を読み、必要な情報がどの部分にあるかを把握して、適切な箇所を選んでい

る。 

結果 区全体正答率29.2％は、全国平均27.0％を2.2ポイント上回った。 

全問中正答率は４番目に低い。 

無解答率は0.4％である。 

誤答は、選択肢３（49.4％）が最も多く、正答率を上回った。 

対策 授業において教科書で教えるときに大切なこととして、まず自分の力で読ませてみるというこ

とが挙げられる。多少分からない単語があっても、意味を推測しながら読み進めることが必要

である。その際、「○○を示している箇所に下線を引いてみよう」といった活動を取り入れる

ことによって、自分で読み進める力を身に付けさせることができる。その後、細かく解説して、

自分の読解と比較させることが大切である。 
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●■10 (2) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 21.6% 24.9% -3.3ポイント 34.0%   ☆ 

出題のねらい 対話の流れに合った英文を、相手に伝わるように書いている。（whoseを用いて誰のものかた

ずねる） 

結果 区全体正答率21.6％は、全国平均24.9％を3.3ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は34.0％で、全問中３番目に高い。 

正答のうち、軽微な誤りや２か所以上のつづりの誤りがあるものが5.0％見られた。 

対策 空欄の直前の文にある“it's not mine”という部分や、空欄の直後にある“It's Mike's.”の一

文から推測して、「誰のものか」を尋ねるためにwhoseという疑問詞を使うことに気付くこ

と、疑問詞whoseの後ろは疑問文の形となることを文法的に把握していることなどが重要であ

る。また、what，which，whoseは、直後に名詞をとることができる疑問詞であることを、

まとめの際にあわせて確認させることも大切である。 
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６ 中学校第３学年 

（１）社会〔地理〕〔歴史〕 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

45.7 53.0 ▼7.3 50.8 54.5 ▼3.7 52.1 55.0 ▼2.9 54.7 56.3 ▼1.6 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 地理 歴史 

全国平均(%) 55.4 50.5 

区全体正答率(%) 48.5 42.9 

差(%) ▼6.9 ▼7.6 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 53.8 52.0 43.1 

区全体正答率(%) 44.9 46.6 36.8 

差(%) ▼8.9 ▼5.4 ▼6.3 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 57.2 43.1 

区全体正答率(%) 49.5 36.8 

差(%) ▼7.7 ▼6.3 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 45.7%
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⑥課題の見られた小問 

●■2 (4) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 26.4% 21.0% 5.4ポイント 1.1% ☆   

出題のねらい 中部地方の農業の特色について理解している。 

結果 区全体正答率26.4％は、全国平均21.0％を5.4ポイント上回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は1.1％である。 

誤答は、選択肢２（41.2％）が多く、正答率を上回った。 

対策 「日本の諸地域」の学習では、地域の特色を捉える５つの視点から、７つに区分された地域や、

それらを統合したり、細分したりした地域の特色を学習する。どの地域についても、はじめに、

自然環境や人口、産業の特色を大観させる学習を行い、それぞれの地域的特色をしっかりと理

解させる必要がある。その際、小学校の社会科で学習した各都道府県の位置と名称について必

ず確認させたい。また、各地方の地形や気候の特色、その地方に属する都道府県ごとの、農林

水産業や鉱工業などの特色を、統計資料を活用しておさえさせることも重要である。 
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●■7 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 11.6% 15.6% -4.0ポイント 49.6%   ☆ 

出題のねらい 幕府の対外政策に影響を与えた欧米諸国のアジア進出についての理解をもとに考察し、表現し

ている。 

結果 区全体正答率11.6％は、全国平均15.6％を4.0ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は49.6％で、全問中最も高い。 

誤答は、２つの国名を用いていないものが11.6％あり、正答率と同率である。 

対策 「異国船打払令」と「天保の薪水給与令」の２つの資料から、幕府の対外政策の内容を読み取

ることが重要である。「異国船打払令」が出されたことには、18世紀末から、日本の沿岸に近

づくようになったロシア、イギリス、アメリカなどに対して、幕府が強い姿勢を見せる必要が

あったことが背景にある。また、「異国船打払令」を止め、「天保の薪水給与令」を出し、寄

港した外国船に燃料の薪や水を与えるように外交政策が大きく転換したのは、アヘン戦争で清

がイギリスに敗れたことを知り、軍事力が優れている外国を刺激しないようにしたためである

ことを理解させたい。日頃から、歴史に関わる事象を相互に関連付けながら理解できるよう指

導することが大切である。 
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（２）理科 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

44.4 50.5 ▼6.1 43.8 48.6 ▼4.8 ― ― ― 53.9 55.9 ▼2.0 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 エネルギー 粒子 生命 地球 

全国平均(%) 47.9 51.2 57.9 43.0 

区全体正答率(%) 44.0 43.2 51.5 37.2 

差(%) ▼3.9 ▼8.0 ▼6.4 ▼5.8 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 54.8 44.6 42.1 

区全体正答率(%) 46.5 41.5 39.0 

差(%) ▼8.3 ▼3.1 ▼3.1 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 53.4 44.7 

区全体正答率(%) 46.3 40.5 

差(%) ▼7.1 ▼4.2 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 44.4%
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⑥課題の見られた小問 

●■3 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 25.1% 25.8% -0.7ポイント 24.1%  ☆  

出題のねらい 炭酸水素ナトリウムの化学式を理解している。 

結果 区全体正答率25.1％は、全国平均25.8％を0.7ポイント下回った。 

全問中正答率は３番目に低い。 

無解答率は24.1％で、全問中２番目に高い。 

対策 炭酸水素ナトリウムは化学式でNaHCO3と表されるが、使われるアルファベットも多く、理解

が難しい生徒が多くいると思われる。いきなり炭酸水素ナトリウムの化学式を指導するのでは

なく、まずはナトリウム原子がNa、水素原子がH、炭酸（二酸化炭素）がCO2と表されるとい

う基本から着実に指導を行っていくことが大切である。 

  



61 

 

●■10 (3) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 7.9% 11.9% -4.0ポイント 15.9%   ☆ 

出題のねらい 並列でつないだ方が、電熱線による水の上昇温度が大きくなることを説明できる。 

結果 区全体正答率7.9％は、全国平均11.9％を4.0ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は15.9％である。 

誤答は、（つなぎ方）は並列に○をつけているが、（理由）に誤りがあるもの（22.0％）が多

く、正答率を上回った。 

対策 電池を直列と並列につないで電球をつけると、並列より直列につないだ方が明るく点灯する。

この経験に影響を受けるのか、直列つなぎは電気エネルギーを出すものと考える生徒がいる。

誤答の生徒には、電流の発熱は電力が関係し、電力は電流×電圧で求められることを確認させ

たい。また、問題文からどのような回路を問うているのかがつかめない生徒もいる。電熱線A・

Bを直列、並列にし、同じ電圧をかける回路であることを指摘したい。各回路の電流の強さを

確認させると、電力の様子が分かるので、生徒の理解が深まる。 
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（３）英語〔Ａ〕 

①全国比較 

令和6年 令和5年 令和4年 令和3年 令和2年 令和元年 

区全体平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 区平均 全国平均 差 
休止 休止 

区平均 全国平均 差 

50.1 50.9 ▼0.8 ― ― ― 56.1 54.1 △2.0 ― ― ― 

 

②度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③領域別正答率 

 聞くこと 読むこと 書くこと 

全国平均(%) 53.3 59.5 34.9 

区全体正答率(%) 53.4 57.1 36.0 

差(%) △0.1 ▼2.4 △1.1 

 

④観点別正答率 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均(%) 64.1 33.8 20.0 

区全体正答率(%) 62.5 34.2 22.0 

差(%) ▼1.6 △0.4 △2.0 

 

⑤基礎・活用別正答率 

 基礎 活用 

全国平均(%) 58.0 37.3 

区全体正答率(%) 56.8 37.4 

差(%) ▼1.2 △0.1 

△：区平均が全国平均を上回っている 

▼：区平均が全国平均を下回っている 
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区全体平均 50.1%
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⑥課題の見られた小問 

●■8 (4) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 13.2% 16.0% -2.8ポイント 35.5%  ☆  

出題のねらい メールを読み、その概要を捉えて英文を完成させている。 

結果 区全体正答率13.2％は、全国平均16.0％を2.8ポイント下回った。 

全問中正答率は２番目に低い。 

無解答率は35.5％で、全問中４番目に高い。 

対策 授業においてメールや手紙文を扱うときに、返信のメールや返事の手紙を書かせるなどのライ

ティング活動を取り入れる。その際、適切な英文を書くためには、元のメールや手紙の内容を

正確に理解している必要がある。英文全体の内容を理解する手段として、各段落の中で何回も

登場する語を探したり、各段落の大体の内容を英語の短い文で表したりして、その段落で最も

言いたいことを探し当てていくことも有効である。 
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●■10 (1) 

 

 

        

 区全体 全国平均 全国平均との差 無解答率 選択式 短答式 記述式 

正答率 7.4% 10.7% -3.3ポイント 29.1%   ☆ 

出題のねらい 対話の流れに合った英文を、相手に伝わるように書いている。（部員数をたずねる） 

結果 区全体正答率7.4％は、全国平均10.7％を3.3ポイント下回った。 

全問中正答率は最も低い。 

無解答率は29.1％である。 

誤答は、How manyを用いた疑問文を書いているが、語数不足や文構造の誤り等で正答条件

を満たしていないもの（44.1％）が最も多く、全体の４割を超えている。 

対策 “Twenty members.”の一文から内容を推測して、「何人いるのか」を尋ねるためにhow 

manyを使うことに気付くこと、how manyの後ろは疑問文の形となることを文法的に把握し

ていることなどが重要である。また、対話文では、対話全体の流れをつかむことが大切である。

授業においては、オリジナルのスキットを作らせることで対話の流れを考えさせたり、教科書

にある対話文の一部を空欄にして、そこに入る内容を推測させたりすることが有効である。 
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第２章 児童・生徒の生活・学習実態（アンケート調査） 

１ 基本的生活習慣等 

（１）朝食を毎日食べている。 

 

 

 

（２）毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 

 

 

 

（３）毎日、同じくらいの時刻に起きている。 
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34.2

39.8

41.1

38.2

40.9

40.3

38.8

41.1

21.0

15.7

15.1

16.1

3.9

4.0

5.0

4.5

0.1

0.2

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 無回答

54.5

57.9

58.9

58.0

33.7

32.2

33.2

34.7

9.2

7.4

5.9

6.3

2.5

2.1

2.0

0.8

0.1

0.4

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 無回答



66 

（４）携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束を決めていますか。 

 

 

 

（５）携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか。 

 

 

 

（６） 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、

携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含みます。）をしますか。 

 

  

63.1

64.4

70.9

63.1

20.4

22.3

24.6

33.6

16.2

12.2

4.1

2.9

0.3

1.1

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

決めている 決めていない 携帯電話・スマートフォンやコンピュータを持っていない 無回答

58.7

50.6

40.9

35.3

37.4

43.0

50.2

53.4

2.9

5.3

7.3

7.8

0.6

0.8

1.2

3.1

0.4

0.3

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

きちんと守っている だいたい守っている あまり守っていない 守っていない 無回答

12.8

12.7

20.4

22.2

8.7

9.8

12.2

15.2

14.7

15.7

24.2

22.7

29.6

30.0

21.4

21.3

24.3

22.1

15.2

12.4

9.7

9.4

6.7

5.7

0.2

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

無回答



67 

（７） 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンでＳＮＳ

や動画視聴などをしますか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲームをする時

間は除きます）。 

 

 

 

２ 挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等 

（８）自分には、よいところがあると思う。 

 

 

 

（９）先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。 

 

  

7.8

7.7

14.5

21.1

6.1

5.2

12.4

11.6

8.4

11.4

18.6

22.5

13.6

16.4

23.7

21.3

14.8

14.4

14.7

12.4

25.5

21.8

11.0

9.2

23.6

22.8

4.9

1.7

0.3

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない

携帯電話やスマートフォンを持っていない 無回答

49.5

48.8

42.9

42.5

38.4

34.7

39.1

40.7

7.4

9.4

11.0

12.4

4.5

6.7

6.8

4.2

0.2

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

46.2

48.0

40.2

42.7

40.8

39.7

44.4

45.2

8.2

7.9

10.9

8.5

4.2

3.8

3.9

3.4

0.5

0.6

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答



68 

（10）将来の夢や目標を持っている。 

 

 

 

（11）自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしている。 

 

 

 

（12）難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。 

 

  

72.9

68.2

56.4

39.6

14.9

14.8

19.3

25.2

6.0

8.3

13.0

18.7

6.0

8.4

11.2

16.4

0.2

0.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

42.6

39.6

36.2

37.5

43.9

46.5

46.6

41.8

11.6

11.3

14.7

17.9

1.9

2.4

2.5

2.7

0.1

0.3

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

37.6

31.2

21.9

23.5

44.1

41.6

43.9

39.3

13.9

22.3

27.5

31.0

4.0

4.6

6.7

6.0

0.4

0.4

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答



69 

（13）人が困っているときは、すすんで助けている。 

 

 

 

（14）いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 

 

 

 

（15）困りごとや不安がある時に、信頼できる大人に相談できる。 

 

  

49.1

47.8

43.7

37.8

40.5

41.6

42.9

49.2

8.3

8.2

11.0

10.9

1.8

1.9

2.4

2.0

0.3

0.5

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

83.1

81.6

78.8

75.0

12.7

13.7

16.2

19.4

3.0

2.9

3.2

4.5

1.1

1.4

1.8

0.8

0.1

0.4

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

49.7

46.7

45.7

42.8

29.4

29.2

29.3

30.6

13.9

13.5

16.6

16.8

6.7

10.2

8.4

9.7

0.2

0.4

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答



70 

（16）人の役に立つ人間になりたいと思う。 

 

 

 

（17）学校に行くのは楽しいと思う。 

 

 

 

（18）自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができる。 

 

  

76.4

75.8

71.1

72.6

19.3

18.3

21.9

22.5

3.2

3.3

5.3

3.4

1.0

2.1

1.5

1.4

0.3

0.4

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

54.7

53.2

52.7

48.3

30.5

30.8

33.4

38.7

9.6

8.8

9.8

8.7

5.0

6.7

3.9

4.2

0.2

0.5

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

30.3

33.2

34.5

33.8

43.7

41.1

38.1

39.4

19.1

18.8

19.8

21.4

6.7

6.3

7.4

5.2

0.3

0.5

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（19）自分と違う意見について考えるのは楽しい。 

 

 

 

（20）友達と協力するのは楽しい。 

 

  

36.3

35.9

30.9

31.9

36.5

36.3

39.2

37.9

18.0

19.4

22.3

21.8

8.9

7.8

7.3

8.1

0.3

0.6

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

75.3

74.3

67.9

68.1

19.5

18.6

25.8

25.7

3.9

5.1

4.3

4.3

1.0

1.5

2.0

1.4

0.4

0.5

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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３ 学習習慣、学習環境等 

（21） 家で学校からの課題で分からないことがあったとき、どのようにしていますか。当てはまるも

のを全て選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

51.3

46.8

42.0

39.3

小4

小5

中1

中2

先生に聞く(1)

61.6

66.2

75.1

75.9

小4

小5

中1

中2

友達に聞く(2)

86.5

83.8

76.4

64.6

小4

小5

中1

中2

家族に聞く(3)

12.4

10.6

12.8

15.7

小4

小5

中1

中2

上記１、２、３

以外の人に聞く

59.2

62.7

78.9

80.8

小4

小5

中1

中2

自分で調べる

13.9

12.9

15.5

19.6

小4

小5

中1

中2

分からないこと

はそのままにし

ている
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（22）家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。 

 

 

 

（23） 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま

すか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活

用して学ぶ時間も含みます）。 

 

 

 

（24） 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時

間も含みます）。 

 

  

28.2

30.5

21.5

12.4

44.4

41.6

43.0

38.3

20.8

20.3

23.5

33.1

6.4

7.1

11.9

15.9

0.3

0.5

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

よくしている ときどきしている あまりしていない 全くしていない 無回答

17.8

28.9

5.4

5.6

16.3

14.7

13.3

18.2

23.7

22.7

33.4

28.5

24.7

19.5

28.1

22.8

12.3

9.1

14.4

15.1

4.8

4.6

5.4

9.7

0.4

0.4

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない

無回答

6.6

12.9

2.9

2.5

9.0

10.4

4.6

6.2

13.7

13.8

9.4

11.7

23.6

23.9

24.0

23.2

33.1

26.7

39.5

34.3

13.8

11.9

19.4

22.0

0.2

0.5

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

無回答



74 

（25） 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通じて教わっている場

合も含みます）。 

 

 

 

（26） 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしま

すか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除きます）。 

 

 

 

（27） あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌・一般の雑誌、新聞、教科書は除き

ます）。 

 

  

40.2

34.9

55.4

48.1

41.6

44.2

24.3

19.3

6.1

6.6

4.7

10.5

5.2

7.3

9.9

18.2

6.5

6.3

4.9

3.1

0.4

0.6

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

教わっていない(1) 学校の勉強より進んだ内容や、 難しい内容を教わっている(2)

学校の勉強でよく分からなかった内容を教わっている(3) 上記２、３の両方の内容を教わっている

上記２、３の内容のどちらともいえない 無回答

8.9

9.0

5.0

4.6

10.2

11.4

9.5

6.6

21.1

22.9

18.6

14.1

24.8

23.3

22.6

24.2

14.8

13.9

14.9

12.6

19.8

18.9

29.2

37.5

0.4

0.6

0.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

２時間以上 １時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない

１０分以上、３０分より少ない １０分より少ない 全くしない

無回答

8.0

7.1

11.5

13.6

14.9

14.0

16.8

14.5

36.3

33.5

33.9

31.7

20.8

22.6

19.6

18.9

10.3

14.0

12.2

13.4

9.4

8.1

6.1

7.7

0.4

0.5

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

０～１０冊 １１～２５冊 ２６～１００冊 １０１～２００冊 ２０１～５００冊 ５０１冊以上 無回答
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（28）新聞を読んでいますか（学校で読む場合を含みます）。 

 

 

 

（29）読書は好きですか。 

 

 

 

４ 地域や社会に関わる活動の状況等 

（30）自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがある。 

 

  

6.0

6.1

2.2

1.1

12.2

12.4

5.9

4.1

22.2

20.7

11.9

9.9

59.4

60.1

79.7

84.5

0.3

0.7

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日読んでいる 週に１～３回程度読んでいる 月に１～３回程度読んでいる

ほとんど、または、全く読まない 無回答

47.2

48.2

34.8

31.6

30.3

29.0

29.9

33.4

14.5

13.4

21.6

19.0

7.5

8.8

13.5

15.8

0.4

0.7

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

30.2

26.5

17.6

17.8

40.5

38.0

33.7

32.3

21.8

24.6

33.5

33.4

7.1

10.5

15.2

16.2

0.4

0.5

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

よくある ときどきある あまりない 全くない 無回答
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（31） 地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツを教えてもらったり、一緒に遊んでもらっ

たりすることがある（習い事の先生は除く）。 

 

 

 

（32）今住んでいる地域の行事に参加している。 

 

 

 

（33）地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 

 

  

25.2

17.0

11.6

14.7

21.4

16.6

12.8

9.2

24.3

25.3

21.1

20.0

28.8

40.6

53.9

55.8

0.3

0.5

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

よくある ときどきある あまりない 全くない 無回答

33.6

36.4

27.1

25.5

34.7

29.4

32.8

30.5

17.6

16.6

19.0

21.5

13.8

17.1

20.8

22.2

0.3

0.5

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

16.4

21.1

14.8

9.8

35.0

31.9

29.3

29.1

32.2

29.0

32.8

35.9

15.9

17.2

22.9

24.9

0.4

0.8

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（34）放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

37.6

76.2

中1

中2

学校の部活動に

参加している

54.5

62.1

47.8

43.9

小4

小5

中1

中2

家で勉強や読書

をしている

34.9

18.6

小4

小5

放課後子供教室や

放課後児童クラブ

（学童保育）に参

加している

13.7

10.1

8.7

9.1

小4

小5

中1

中2

地域の活動に参加

している（地域学

校協働本部や地域

住民などによる学

習・体験プログラ

ムを含む）

33.2

41.3

27.5

31.6

小4

小5

中1

中2

学習塾など学校

や家以外の場所

で勉強している

50.4

50.6

34.8

26.9

小4

小5

中1

中2

習い事（スポー

ツに関する習い

事を除く）をし

ている

52.4

47.4

35.6

37.8

小4

小5

中1

中2

スポーツ（ス

ポーツに関する

習い事を含む）

をしている

71.9

78.2

89.9

91.6

小4

小5

中1

中2

家でテレビや動

画を見たり、

ゲームをした

り、ＳＮＳを利

用したりしてい

る

79.8

76.1

72.2

76.5

小4

小5

中1

中2

家族と過ごして

いる

64.2

66.6

69.1

78.7

小4

小5

中1

中2

友達と遊んでい

る
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５ ＩＣＴを活用した学習状況 

（35）昨年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか。 

 

 

 

（36） 学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使って

いますか（インターネット検索など）。 

 

 

 

（37） 学校で、学級の友達・生徒と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、ど

の程度使っていますか。 

 

  

16.8

17.9

26.5

6.9

17.7

25.6

29.6

26.0

26.2

29.7

23.7

34.8

23.4

18.3

11.9

22.4

15.3

7.9

7.8

9.8

0.6

0.6

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満 無回答

8.0

10.7

13.3

4.1

18.2

25.0

27.8

15.7

28.0

32.7

23.2

36.2

26.4

21.2

11.2

30.2

18.8

9.8

23.7

13.6

0.6

0.5

0.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満 無回答

3.8

4.0

5.6

2.2

9.3

9.4

14.0

5.6

18.5

21.9

22.2

23.4

26.1

27.4

22.3

34.4

41.4

36.7

35.1

34.3

1.0

0.5

0.8

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満 無回答
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（38） 学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程

度使っていますか。 

 

 

 

（39）学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。 

 

 

 

（40） 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマートフォンやコンピュータなど

のＩＣＴ機器を、勉強のために使っていますか。 

 

  

4.8

6.8

7.8

2.0

9.7

12.1

13.3

8.4

18.3

21.3

18.4

16.8

31.9

31.5

26.4

35.1

34.3

28.0

33.2

37.6

1.0

0.4

0.8

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満 無回答

52.5

59.2

62.4

51.2

38.7

31.6

30.3

37.9

5.2

5.1

4.1

6.7

2.5

3.0

2.0

3.8

1.1

1.1

1.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

役に立つと思う どちらかといえば、役に立つと思う どちらかといえば、役に立たないと思う

役に立たないと思う 無回答

5.3

7.9

4.9

4.2

6.5

6.4

5.3

3.2

11.7

12.9

11.2

8.4

20.3

20.6

19.3

21.1

25.5

23.8

33.7

32.0

19.9

18.5

21.8

29.5

10.4

9.5

3.6

1.4

0.4

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない

３０分より少ない 全く使っていない

スマートフォンやコンピュータなどのＩＣＴ機器を持っていない 無回答
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（41）あなたは、家でどれくらい日本語を話しますか。 

 

 

 

６ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

（42） 学級の友達・生徒との間で話し合う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで

聞き、友達の考え（自分と同じところや違うところ）を受け止めて自分の考えをしっかり伝えて

いましたか。 

 

 

 

（43） 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組

立てなどを工夫して発表していましたか。 

 

  

81.5

81.3

84.5

86.2

14.2

13.5

11.3

9.1

2.9

2.9

3.2

3.2

0.9

1.4

0.6

1.4

0.5

0.8

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

いつも話している ほとんどいつも話している ときどき話す 全く話さない 無回答

36.0

39.3

35.5

40.1

46.9

45.0

49.2

46.0

13.2

12.0

11.6

10.6

3.3

3.1

3.2

2.9

0.5

0.6

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

伝えていた どちらかといえば、伝えていた どちらかといえば、伝えていなかった 伝えていなかった 無回答

28.5

32.8

29.6

26.7

43.2

41.6

42.9

40.4

19.7

18.1

19.7

23.5

5.7

5.2

6.4

7.3

2.4

1.6

0.7

1.7

0.6

0.7

0.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった

発表していなかった 考えを発表する機会はなかった 無回答
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（44）授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。 

 

 

 

（45） 授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめたり、思いや考えをも

とに新しいものを作り出したりする活動を行っていた。 

 

 

 

（46）授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていた。 

 

  

29.6

31.9

27.2

29.2

49.6

46.9

49.2

45.2

15.6

15.9

21.4

20.7

4.8

4.6

2.0

4.8

0.4

0.7

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

27.6

29.5

24.7

23.1

43.2

41.7

44.0

42.9

22.0

21.4

24.3

26.0

6.7

6.9

6.7

7.8

0.5

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

36.7

40.6

32.5

27.4

41.2

37.6

48.2

48.8

15.2

13.9

14.8

18.2

6.4

7.3

4.3

5.5

0.5

0.6

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（47）友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか。 

 

 

 

（48） 学級の友達・生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できていますか。 

 

 

 

（49） 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげるこ

とができていますか。 

 

  

61.7

62.3

59.8

61.5

31.8

31.5

34.2

34.0

5.3

4.1

4.9

3.4

0.7

1.7

0.8

1.0

0.5

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

35.1

40.4

32.8

40.3

46.1

42.1

49.0

42.5

13.0

11.2

13.4

13.3

3.8

5.2

3.1

2.7

1.5

0.7

1.4

1.1

0.5

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

学級の友達・生徒との間で話し合う活動を行っていない 無回答

33.3

33.7

28.8

26.9

46.4

42.8

44.3

44.2

15.1

16.8

21.6

22.7

4.6

6.3

5.0

6.0

0.5

0.4

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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７ 総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳 

（50） 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するな

どの学習活動に取り組んでいる。 

 

 

 

（51） あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会・学級活動で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めている。 

 

 

 

（52） 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでい

る。 

 

  

35.6

41.4

29.3

29.9

39.3

36.8

41.8

46.3

17.4

16.0

20.0

17.6

7.2

5.5

8.5

6.0

0.5

0.4

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

29.5

34.0

27.1

25.9

41.0

37.5

48.5

47.1

20.6

21.3

18.3

20.8

8.4

6.8

5.7

6.0

0.5

0.4

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

32.5

34.2

27.8

26.3

39.7

38.2

43.3

45.6

19.6

20.1

20.9

20.6

7.6

6.9

7.5

7.4

0.6

0.5

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（53） 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組ん

でいる。 

 

 

 

８ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語） 

（54）国語の勉強は好きだ。 

 

 

 

（55）国語の勉強は大切だ。 

 

  

44.3

44.1

39.4

52.2

33.5

36.0

39.9

36.1

17.1

14.8

14.0

9.1

4.6

4.5

6.4

2.5

0.5

0.6

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

34.2

32.8

23.3

23.5

33.8

31.5

34.4

35.2

19.5

20.0

27.9

29.8

12.1

15.2

14.1

11.3

0.4

0.5

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

67.0

71.2

65.6

63.4

23.8

19.5

26.8

26.9

5.5

5.7

5.3

7.0

3.1

3.2

2.0

2.7

0.6

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（56）国語の授業の内容はよく分かる。 

 

 

 

（57）国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 

 

 

 

９ 学習に対する興味・関心や授業の理解度等（算数・数学） 

（58）算数・数学の勉強は好きだ。 

 

  

45.0

48.2

35.2

35.2

36.5

34.1

45.0

46.3

12.7

12.3

16.6

13.3

5.3

4.7

2.9

4.9

0.4

0.6

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

67.1

71.6

66.8

55.4

23.3

20.1

24.7

33.8

6.3

4.1

6.0

7.3

2.7

3.8

2.1

3.2

0.6

0.4

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

50.0

46.8

37.2

32.2

26.8

23.9

25.0

23.9

13.2

16.5

18.7

21.5

9.5

12.3

18.9

22.2

0.4

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（59）算数・数学の勉強は大切だ。 

 

 

 

（60）算数・数学の授業の内容はよく分かる。 

 

 

 

（61）算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 

 

  

78.6

81.2

70.5

58.2

16.2

13.2

20.5

29.5

3.5

3.1

6.1

8.1

1.2

2.1

2.5

4.1

0.4

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

58.2

60.4

43.0

38.0

28.7

26.8

37.2

35.8

9.1

7.8

14.7

19.3

3.5

4.5

4.9

6.7

0.4

0.5

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

80.8

81.4

69.6

52.2

14.6

12.6

21.1

29.5

2.5

3.1

6.6

12.6

1.5

2.3

2.5

5.6

0.6

0.5

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答



87 

10 台東区独自調査 

（62）自分の考えや気持ちを理解してくれる友達がいる。 

 

 

 

（63）美術館や博物館などに行く。 

 

 

 

（64）自分からすすんで、家族や地域の人にあいさつをしている。 

 

  

72.2

71.8

70.4

69.0

19.1

18.2

21.6

21.3

5.6

5.3

5.0

6.2

2.3

4.2

2.7

3.5

0.8

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

33.0

25.5

11.9

11.3

31.0

25.9

20.3

14.4

22.6

30.0

28.5

29.4

12.7

18.2

39.1

44.8

0.7

0.4

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

55.3

49.2

43.4

42.1

30.1

32.4

33.5

34.4

10.5

11.8

15.8

15.8

3.6

6.1

6.8

7.6

0.5

0.4

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（65）学校の決まりを守っている。 

 

 

 

（66）学校の決まりは必要であると思う。 

 

 

 

（67）社会に決まりは必要であると思う。 

 

  

58.1

52.6

64.8

58.7

34.2

38.6

30.9

32.7

5.5

7.0

2.9

6.7

1.6

1.3

1.1

1.7

0.5

0.5

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

80.3

72.0

62.8

51.9

13.0

19.0

25.7

30.5

4.1

4.0

7.5

11.3

1.9

4.1

3.6

6.0

0.6

0.8

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

80.6

83.7

78.4

76.1

13.1

11.0

16.9

19.0

3.5

2.9

2.9

2.7

2.2

2.0

1.5

2.0

0.6

0.4

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答



89 

（68）学校の決まりの中に、不要なもの、実態にあわないものがあると思う。 

 

 

 

（69）学校の決まりをよりよいものにしたいと思う。 

 

 

 

（70）標準服（制服）のあり方について、児童・生徒が主体的に話し合う場を設けてほしいと思う。 

 

  

22.3

23.4

31.4

44.9

19.5

22.1

24.3

25.9

22.9

21.4

24.3

18.3

34.3

32.5

19.4

10.8

0.9

0.6

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

61.1

59.9

54.3

59.4

25.8

23.1

32.3

26.6

7.4

9.6

8.8

9.5

4.9

6.9

4.2

4.2

0.7

0.6

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

27.9

35.0

24.3

32.4

24.0

19.8

22.6

22.5

23.4

18.9

25.7

22.9

23.6

25.6

27.0

21.7

1.1

0.6

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（71）デジタル教科書や電子黒板などを使った授業（学習）は分かりやすい。 

 

 

 

（72）家庭で、（学校の）タブレットを使って学習を行っている。 

 

 

 

（73）差別はいかなる理由があろうと許されないと思う。 

 

  

53.5

59.2

46.9

41.4

28.3

27.1

34.5

39.9

11.7

8.0

11.7

12.9

5.7

5.2

6.3

5.5

0.8

0.5

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

25.7

21.0

10.9

7.4

23.6

16.2

12.3

8.1

24.8

25.8

22.9

19.6

25.1

36.3

53.4

64.6

0.7

0.7

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

67.5

77.1

74.9

75.8

19.0

15.5

19.7

16.8

7.8

3.3

3.5

5.3

4.9

3.3

1.7

2.0

0.8

0.8

0.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（74）人権はどんな人であろうと守られなくてはならないと思う。 

 

 

 

（75）授業者の先生以外の先生から教わったり、サポートしてもらったりすると分かりやすい。 

 

 

 

（76）専門家などのゲストティーチャーから教わることで、学習に対してより興味がわく。 

 

  

69.6

76.9

78.2

77.3

21.3

16.4

16.3

15.4

5.1

3.5

3.4

5.2

3.1

2.3

1.4

2.0

1.0

0.9

0.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

50.0

42.3

36.5

34.3

29.6

31.7

36.0

39.0

12.5

13.8

18.3

17.6

7.0

11.5

8.7

9.0

0.9

0.7

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

41.1

39.8

26.8

26.2

27.2

26.8

32.8

29.9

18.6

17.9

24.4

24.5

12.2

14.7

15.4

19.2

1.0

0.8

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（77）スクールカウンセラーにいろいろ相談している。 

 

 

 

（78） 「学校２０２０レガシー」としての取組（オリンピック・パラリンピックに関する授業）は、自

分のためになっている。 

 

 

 

（79）学校図書館を活用した調べ学習を行っている。 

 

  

7.4

8.8

4.7

3.5

9.1

7.4

7.0

5.6

18.4

12.9

13.0

12.0

64.3

70.2

74.6

78.7

0.9

0.8

0.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

21.5

27.7

9.5

9.2

27.8

30.7

29.7

28.0

23.5

18.9

29.7

30.1

26.2

21.3

30.2

32.3

1.1

1.4

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答

30.3

24.3

8.0

5.2

32.9

29.8

18.2

14.4

21.8

26.3

30.7

30.9

14.0

18.6

42.3

49.2

1.0

1.1

0.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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（80）自分が取り組みたい運動や活動ができる部活動が学校にある。 

 
 

66.5

58.5

17.7

20.6

9.1

9.7

6.1

10.9

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4

小5

中1

中2

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 無回答
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第３章 アンケート調査と学力調査のクロス分析 

１ 学習習慣、学習環境等 

 質問番号 質問事項 

小 22 
家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。 

中 22 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、家で自分で計画を立てて勉強をしている（学校の授業の予習や復習を含みます）と回答した

児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

29.5 43.0 20.6 6.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくしている ときどきしている あまりしていない 全くしていない 無回答

29.5 43.0 20.6 6.7 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.1 40.7 28.4 13.7 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.6

70.5

66.7

63.2

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

63.8

58.7
56.9

54.5

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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 質問番号 質問事項 

小 29 
読書は好きですか。 

中 29 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、読書は好きだと回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

36.0 43.2 16.7 3.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

47.8 29.7 13.9 8.1 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.1 31.7 20.3 14.7 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.3

69.2

65.7

57.8

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

64.2

58.4

54.5
51.5

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 質問番号 質問事項 

小 43 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していましたか。 中 43 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していたと回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

33.3 39.5 18.4 6.1

2.1

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった

発表していなかった 考えを発表する機会はなかった 無回答

30.8 42.4 18.9

5.4 1.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.2 41.7 21.6 6.8

1.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.3

71.3

67.5

58.1
55.7

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

63.5

59.2

54.2

50.4

44.6

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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 質問番号 質問事項 

小 44 
授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。 

中 44 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと回答した児童・生

徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

36.0 43.2 16.7 3.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

30.8 48.3 15.8

4.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.4 47.2 21.0

3.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.2

71.1

65.9

54.3

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

61.9
60.0

52.9

44.5

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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 質問番号 質問事項 

小 45 授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめたり、思いや考え

をもとに新しいものを作り出したりする活動を行っていた。 中 45 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめたり、思いや考え

をもとに新しいものを作り出したりする活動を行っていたと回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高

い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

36.0 43.2 16.7 3.7

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

28.5 42.5 21.8 6.8 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.9 43.6 25.2 7.1 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

74.5

70.9
68.7

59.9

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

61.6
59.8

55.2

51.8

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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 質問番号 質問事項 

小 49 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげ

ることができていますか。 中 49 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげ

ることができていると回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

33.6 44.6 16.0

5.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.9 44.4 22.1

5.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

74.9

70.8

65.1

60.9

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

62.9

59.6

53.1

49.6

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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３ 総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科 道徳 

 質問番号 質問事項 

小 50 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいる。 中 50 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいると回答した児童・生徒の方が、教科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

  

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

38.6 38.0 16.9

6.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.6 44.1 18.9 7.2 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.3

71.1

64.6

57.0

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %

63.7

57.6

54.0 55.1

0 %

10 %

20 %

30 %

40 %

50 %

60 %

70 %

80 %

90 %

100 %
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４ 台東区独自調査 

 質問番号 質問事項 

小 74 
人権はどんな人であろうと守られなくてはならないと思う。 

中 74 

 

〔アンケート調査と学力調査のクロス分析〕 

○ 小・中学校とも、人権はどんな人であろうと守られなくてはならないと思うと回答した児童・生徒の方が、教

科平均正答率が高い傾向が見られる。 

 

 

 

【小学校】 【中学校】 

学年平均回答構成比 

  

クロス分析（※縦軸は学年・教科平均正答率） 

  

 

38.2 40.9 15.6 5.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない 無回答

73.5 18.8

4.2 2.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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